　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１５年２月　１９日

　藤沢市議会議長

　　　　二　上　　喬　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「湘南市」構想に反対する藤沢市民の会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　渡　辺　博　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤沢市大鋸１－６－１１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話・２７－９８２８）

　　「湘南市」構想について、市議会が、市当局に市民への情報開示・説明会開催・

　　　アンケート実施などの対策を講じることを要請する事を求める陳情

　現在、藤沢市が進めている「湘南市」構想について、市民として、下記のことについて、市長が、対策を講じるよう市議会から要請していただくよう陳情します。

記

　昭和３０年に、現在の藤沢市が発足して以来、約半世紀にわたって、私たち市民は、行政と共に、より豊かな生活環境を有する文化都市藤沢の実現に向って取り組んできました。

　そして今、藤沢市は、地方自治体として、理想的な規模に近い３８万余の人口とバランスのとれた産業構造の下で、平成の大不況にもかかわらず、自立可能な財政状態を維持し、独自の文化と伝統を持つ、全国的にも誇り得る中堅都市となっております。

　このような中、平成１４年１月、藤沢市を含む３市３町が「湘南市研究会」を結成し、湘南市の都市像や政策、行政サービスなどの具体的研究を進め、平成１５年中に、法定合併協議会を設定し、合併特例法による財政的措置が適用される期限、平成１７年３月までの合併を目指す方向で進んでいます。

　私たち市民は、市町村合併は、地方自治の根幹にかかわる重要事項であり、あくまで住民合意が前提であり、行政主導で進めたり、期限を切って実現を急ぐべきものではなく、地域住民の意志や主体性が十分尊重されたものでなければならないと考えています。

　「湘南市」構想への藤沢市の今までの取組み方は、限られた一握りの人達の参画により行われ、市民への情報の提供が殆どなされず、まさに、典型的な行政主導型の進め方であって、市民として、全く納得がいきません。

　このような観点から、私たち市民は、「湘南市」構想の進め方について、下記諸点を強く要望いたします。

１、情報開示を徹底的に実行して頂きたいこと。

湘南市研究会の議事録及び本問題に関する市の活動・方針につき、市の広報（市民全戸配布等）及びホーム・ページで逐次、詳細報告を御願いします。

2、 市民への説明会を実施して頂きたいこと。

市長自ら御出席頂き、少なくとも、複数回の地区別説明会を開催し、

（1） 本問題の現状と今後の進め方につき説明。

（2） 本問題の藤沢市民にもたらすメリット・デメリットにつき具体的データをもって説明。

（3） 市民との質疑応答

を実行して頂くようお願いします。

3、 市民に対して、アンケートを実施して頂きたいこと。

少なくとも、市民３０００人以上を対象とする本問題についてのアンケートの速やかな実施を御願いします。

以上

